
第 ２ 章 「 原 始 ・ 古 代 の 日 本 と 世 界 」 （ Ｐ １ ５ ～ ５ ２ ）

基 本 的 な 学 習 内 容 ⑩

１年 氏名（ ）

【貴族社会の発展 ①】 （教科書Ｐ３８～３９）

① ７１０年に、現在の奈良につくられた都を何 ①

というか。

② ①の都がモデルにした唐の都は何か。 ②

③ ①の都の東西におかれた、品物を売買するた ③

めの場所を何というか。

④ ①の都がおかれた頃に、東北地方に住む人々 ④

は何と呼ばれていたか。

⑤ ④の人々を従わせるために、宮城県に築いた ⑤

ものは何か。

⑥ この頃、朝廷は、外交や軍事のために九州に ⑥

おいた役所は何か。

⑦ 奈良時代から平安時代の前半にかけて、当時 ⑥

の中国へ派遣した使節を何というか。

⑧ ⑦の使節で日本から当時の中国に渡り、 ⑧

遭難して帰国できなかった人物は誰か。



⑨ ⑦の使節で当時の中国から、失明しながら日 ⑨

本に渡り、仏教を伝えた僧は誰か。

⑩ ８世紀の中頃に、仏教の力で国を治めようと ⑩
天皇

した天皇は誰か。

⑪ ⑩の天皇が奈良に建立した、大仏をまつった ⑪

寺院は何か。

⑫ ⑪の寺院には、⑩の天皇の宝物が納められた。 ⑫

その建物を何というか。

⑬ ⑫に納められた宝物には、インドや西ア ⑬

ジアの影響を受けたものが多い。これは

何を通って伝わったことを示しているか。

⑭ ⑩の天皇が国ごとに建立した寺院を１つだけ ⑭

挙げなさい。

⑮ ⑩の天皇の時代の文化を、特に何というか。 ⑮
文化

⑯ ８世紀に神話や国の成り立ちを示した歴史書 ⑯

が書かれた。このうち、最も古いものは何か。

⑰ ⑯と同じ頃に、地方の地理や伝承を国ごとに ⑰

示したものは何か。

⑱ ⑯と同じ頃に、柿本人麻呂や天皇、民衆の和 ⑱

歌を広く集めたものは何か。


